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   　国会報告    2018 年 10 月～ 2019 年 10 月    Vol. 40

災害からの復旧  ・  復興に全力
洋上風力の新しい風を千葉から

再び衆議院経済産業委員長に就任2019.10.4

 画像：公明新聞



　

警
察
に
お
い
て
は
、
平
成
二
十
八
年

四
月
の
通
達
に
沿
っ
て
、
警
察
が
取
り

扱
っ
た
児
童
虐
待
が
疑
わ
れ
る
情
報
に

つ
い
て
、全
て
児
童
相
談
所
に
通
告
し
、

又
は
情
報
提
供
を
行
う
ほ
か
、
事
案
に

応
じ
て
厳
正
な
捜
査
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

御
指
摘
の
と
お
り
、
児
童
相
談
所
と

警
察
の
連
携
の
強
化
は
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
引
き
続
き
、
関
係
閣
僚

会
議
の
諸
決
定
を
踏
ま
え
、
児
童
相
談

所
へ
の
警
察
Ｏ
Ｂ
の
配
置
等
を
含
め
、

さ
ら
な
る
連
携
の
強
化
を
図
り
つ
つ
、

子
供
の
生
命
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
と

し
た
取
組
に
全
力
を
尽
く
す
よ
う
、
警

察
を
指
導
し
て
ま
い
り
ま
す
。

児童虐待防止法改正案  2019 年 5 月 28 日  衆議院本会議で可決　6 月 19 日　参議院本会議で可決・成立

　

四
月
十
五
日
時
点
で
一
度
も
面
会
で
き
て
お
ら

ず
、
情
報
共
有
も
行
わ
れ
て
い
な
い
千
九
百
九
十
九

人
の
児
童
生
徒
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
、
五
月

末
ま
で
の
面
会
の
状
況
な
ど
を
国
に
報
告
し
て
い
た

だ
く
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

虐
待
の
疑
い
の
あ
る
ケ
ー
ス
の
学
校
に
お
け
る
継

続
的
な
把
握
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
緊
急

点
検
の
結
果
も
踏
ま
え
て
、
し
っ
か
り
と
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
緊
急
点
検
の
際
の
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の

配
慮
に
つ
い
て
の
お
尋
ね
で
あ
り
ま
す
が
、
今
回
の

緊
急
点
検
は
、
学
校
の
教
職
員
等
に
よ
る
面
会
を
通

じ
て
虐
待
が
疑
わ
れ
る
ケ
ー
ス
を
把
握
す
る
こ
と
を

求
め
る
も
の
で
す
が
、
こ
の
こ
と
は
、
休
養
の
必
要

性
が
認
め
ら
れ
る
不
登
校
児
童
生
徒
に
対
し
て
登
校

を
強
制
す
る
趣
旨
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
学
校
等
の
教
職
員
に
よ
る
面
会
の
み

な
ら
ず
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
や
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

の
職
員
、
児
童
委
員
等
に
よ
る
面
会
も
認
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

議
員
御
指
摘
の
よ
う
な
、
今
回
の
緊
急
点
検
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
御
意
見
を
踏
ま
え
、
今
後
の
児
童

虐
待
防
止
対
策
に
つ
い
て
、
不
登
校
の
児
童
生
徒
の

心
情
に
も
十
分
配
慮
し
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

柴
山
昌
彦 

文
部
科
学
大
臣

　

児
童
相
談
所
の
体
制
強
化
に
つ
い
て
お
尋
ね
が
あ

り
ま
し
た
。
昨
年
十
二
月
に
児
童
虐
待
防
止
対
策
体

制
総
合
強
化
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
児
童
福
祉
司
等
の

増
員
と
と
も
に
、
保
健
師
を
各
児
童
相
談
所
に
配
置

す
る
な
ど
、
体
制
の
抜
本
的
拡
充
を
図
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
治
体
が
行
う
研
修
や
採
用
活
動
へ
の
補

助
の
ほ
か
、
専
門
職
団
体
へ
の
働
き
か
け
な
ど
に
よ

り
、
児
童
相
談
所
に
お
け
る
専
門
的
な
人
材
の
確
保

を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

警
察
と
の
連
携
強
化
に
つ
い
て
お
尋
ね
が
あ
り
ま

し
た
。
今
回
の
よ
う
な
事
案
が
繰
り
返
さ
れ
た
こ
と

を
深
刻
に
受
け
と
め
、
本
年
二
月
の
関
係
閣
僚
会
議

で
は
、
警
察
等
と
の
共
同
対
処
等
の
新
た
な
ル
ー
ル

を
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
三
月
の
関
係
閣
僚
会
議

で
は
、
警
察
Ｏ
Ｂ
の
配
置
や
警
察
職
員
の
出
向
等
の

推
進
な
ど
の
対
策
を
決
定
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

さ
ら
な
る
連
携
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

児
童
相
談
所
に
お
け
る
弁
護
士
の
関
与
等
に
対
す

る
財
政
的
支
援
に
つ
い
て
お
尋
ね
が
あ
り
ま
し
た
。

　

児
童
相
談
所
に
お
い
て
、
法
的
な
知
見
を
踏
ま
え

て
対
応
す
る
こ
と
は
重
要
で
す
。
今
回
の
法
案
で
は
、

弁
護
士
に
よ
る
助
言
又
は
指
導
の
も
と
で
、
法
律
の

専
門
的
な
知
識
経
験
を
必
要
と
す
る
業
務
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
児
童
相
談
所
に
弁
護
士
の
配
置

等
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

三
月
の
関
係
閣
僚
会
議
で
は
、
弁
護
士
に
係
る
体

制
整
備
に
必
要
な
財
政
支
援
等
の
拡
充
を
図
る
旨
を

決
定
し
て
お
り
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
弁
護
士
の

配
置
に
向
け
て
今
後
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

虐
待
の
連
鎖
を
防
ぐ
た
め
の
保
護
者
へ
の
支
援
に

つ
い
て
お
尋
ね
が
あ
り
ま
し
た
。

　

保
護
者
支
援
は
、
関
係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
も
と
に
、
継
続
し
て
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
妊
産
婦
や
乳
幼
児
等
に
対
す
る
支
援
や
児
童

相
談
所
に
お
け
る
保
護
者
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る

支
援
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
、
関
係
機
関
が
一

体
と
な
っ
て
虐
待
を
防
ぐ
た
め
の
取
組
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

根
本
匠 

厚
生
労
働
大
臣

　

最
近
の
児
童
虐
待
事
案
に
お
い
て
は
、
し
つ
け
と

称
し
て
児
童
虐
待
を
行
う
事
案
、
関
係
機
関
か
ら
の

情
報
漏
え
い
に
よ
り
虐
待
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
た
事

案
、
Ｄ
Ｖ
対
策
と
の
連
携
が
必
ず
し
も
十
分
で
は
な

い
事
案
な
ど
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
児
童
相
談
所
の
管
轄
区
域
が
大
き
過
ぎ
る

こ
と
に
よ
り
、
き
め
細
や
か
な
対
応
が
十
分
に
で
き

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
本
法
案
で
は
、
体
罰
禁
止
の
法
定
化
、

学
校
、
教
育
委
員
会
な
ど
の
関
係
機
関

の
職
員
に
対
す
る
守
秘
義
務
、
Ｄ
Ｖ
対

策
を
担
う
関
係
機
関
の
職
員
に
対
す
る

児
童
虐
待
の
早
期
発
見
に
係
る
努
力
義

務
、
児
童
相
談
所
の
管
轄
区
域
に
関
す
る
参
酌
基
準

の
設
定
と
い
っ
た
事
項
を
盛
り
込
む
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　

こ
の
ほ
か
、
児
童
相
談
所
の
体
制
強
化
、
関
係
機

関
間
の
連
携
強
化
な
ど
も
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。
何

よ
り
も
子
供
の
命
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
に
、
あ
ら

ゆ
る
手
段
を
尽
く
し
、
児
童
虐
待
の
根
絶
に
向
け
て

総
力
を
挙
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

安
倍
晋
三 

首
相

山
本
順
三 

国
家
公
安
委
員
会
委
員
長

公明党教育改革推進本部　「 子どもの権利擁護センターかながわ」 　視察

５月１０日 衆議院本会議で児童虐待防止法と児童福祉法の改正案
が審議入りし、虐待根絶へ向け子どもを守る体制の強化を訴えた。

虐待を受けた子どもの負担少なく 2019 年 9 月 9 日

山田理事長から説明を受ける前列左から鰐淵洋子衆議院議員、
高木美智代衆議院議員、富田、上田勇前衆議院議員

人形を使って、負担に配慮した診察方法の説明を受ける

専門の面接官が子どもにヒアリング
をし、その様子を警察、検察、児相
職員が別室のモニターで見ることで
子どもが何度もつらい体験を話さな
くてすむような配慮がされている。

←
司
法
面
接
室
と

↓
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ

２
０
１
９
年
５
月
11
日
公
明
新
聞

　

公
明
党
教
育
改
革
推
進
本
部(

本
部
長
・
富
田
茂
之)

と
厚
生
労

働
部
会
は
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
チ
ャ
イ
ル
ド
フ
ァ
ー
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン

が
神
奈
川
県
伊
勢
原
市
で
運
営
す
る
「
子
ど
も
の
権
利
擁
護
セ
ン

タ
ー
か
な
が
わ
」
を
訪
問
。

　

内
科
医
で
も
あ
る
山
田
不
二
子
理
事
長
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
、

虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
の
被
害
調
査
を
、
精
神
的
・
身
体
的
な
負
担

に
配
慮
し
た
形
式
で
行
う
面
接
室
や
診
察
室
等
の
視
察
を
行
っ
た
。

2000 年 5 月 12 日 衆議院本会議で衆議院青少年問題特
別委員会委員長として提案理由を説明

2000 年 5 月 児童虐待防止法が成立
衆議院青少年問題特別委員会 委員長 富田 茂之が提案

　

２
０
０
０
年
親
に
よ
る
子
ど
も
へ
の
体
罰
な
ど
児
童
虐

待
が
急
増
し
社
会
問
題
化
し
て
い
た
。
衆
議
院
青
少
年
問

題
特
別
委
員
会
の
委
員
長 

富
田
茂
之
が
各
党
理
事
の
歩
み

寄
り
を
調
整
し
、
法
案
を
と
り
ま
と
め
、
最
終
的
に
５
月

17
日
に
参
議
院
本
会
議
で
全
会
一
致
で
可
決
・
成
立
し
た
。



　

総
理
大
臣
官
邸
で
第
四
十
五
回
教
育
再
生

実
行
会
議
が
開
催
さ
れ
、
冒
頭
、
鎌
田
薫
座

長
か
ら
安
倍
首
相
に
第
十
一
次
提
言
が
渡
さ

れ
た
。
提
言
で
は
、
全
て
の
小
・
中
・
高
等

学
校
等
に
お
け
る
遠
隔
教
育
の
活
用
や
学
校

に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
、
教
師
に
よ

る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
指
導
力
の
向
上
な
ど

が
求
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
高
校
生
の
７
割
が

通
う
普
通
科
の
教
育
内
容
が
画
一
的
で
生
徒

の
意
欲
が
高
ま
る
内
容
に
な
っ
て
い
な
い
と

指
摘
し
、
見
直
し
を
求
め
た
。
さ
ら
に
高
校

生
の
就
職
活
動
で「
応
募
は
１
人
１
社
の
み
」

の
長
年
の
ル
ー
ル
に
触
れ
、
主

体
的
な
職
業
選
択
に
向
け
た
就

職
支
援
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推

進
と
い
う
観
点
か
ら
、
改
善
に

向
け
た
検
討
が
促
さ
れ
た
。

　

安
倍
首
相
は
「
令
和
と
い
う

新
し
い
時
代
を
迎
え
、
教
育
再

生
に
関
し
、
初
め
て
頂
い
た
重

要
な
提
言
で
あ
り
、
本
提
言
で

示
さ
れ
た
方
策
に
基
づ
き
我
が

国
の
教
育
再
生
を
着
実
に
実
行

し
て
ま
い
り
ま
す
。」
と
意
見
を

述
べ
た
。

第 45 回 教育再生実行会議  第 11 次提言  2019 年 5 月 17 日 公明党教育改革推進本部　安倍晋三首相に提言  2019 年 5 月 15 日

公
明
党
の
主
張
を
反
映　

　

公
明
党
教
育
改
革
推
進
本
部
（
本
部
長
＝
富

田
茂
之
衆
院
議
員
）
は
首
相
官
邸
で
安
倍
晋
三

首
相
に
対
し
、
障
が
い
児
や
、
親
が
外
国
籍
な

ど
の
「
外
国
に
つ
な
が
る
子
ど
も
」、
不
登
校

児
童
・
生
徒
、
高
校
中
退
者
へ
の
支
援
充
実
、

高
卒
者
の
就
労
支
援
な
ど
を
求
め
る
提
言
を
手

渡
し
た
。
政
府
の
教
育
再
生
実
行
会
議
が
取
り

ま
と
め
る
予
定
の
提
言
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が

狙
い
。
安
倍
首
相
は
各
項
目
に
つ
い
て
、
し
っ

か
り
取
り
組
ん
で
い
く
と
応
じ
た
。

　

公
明
党
の
提
言
で
は
、
障
が
い
や
不
登
校
、

日
本
語
の
不
自
由
な
ど
に
よ
り
教
育
を
十
分
に

受
け
ら
れ
な
い
子
ど
も
に

つ
い
て
「
本
来
、
輝
く
個

性
と
可
能
性
を
秘
め
て
い

る
。
最
大
限
に
発
揮
で
き

る
よ
う
、
社
会
の
側
に
あ

る
『
障
害
』
を
取
り
除
く

必
要
が
あ
る
」
と
強
調
。

情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）

の
活
用
に
よ
る
個
々
の
能

力
・
適
性
に
応
じ
た
学
び
の
実
現
や
遠
隔
教
育

の
推
進
を
訴
え
た
。

　

特
に
、
不
登
校
の
児
童
・
生
徒
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
て
自
宅
で
学
校
と
同
水
準
の
教
育
を
受

け
た
場
合
に
、
学
習
成
果
を
学
校
で
の
成
績
と

し
て
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
に
つ
い
て
は

「
十
分
に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
」
と
指
摘
。
制

度
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
よ
う
提
案
し
た
。
安

倍
首
相
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
環
境
整
備
に
取
り
組

む
と
答
え
た
。

　

ま
た
提
言
で
は
、
高
校
中
退
を
未
然
に
防
ぐ

観
点
か
ら
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

な
ど
の
体
制
整
備
を
要
請
し
た
。
そ
の
上
で
、

中
退
後
も
再
就
学
・
高
等
教
育
機
関
へ
の
進
学

や
就
労
に
向
け
た
支
援
が
で
き
る
よ
う
、
在
学

中
か
ら
の
切
れ
目
な
い
支
援
を
求
め
た
。
安
倍

首
相
は
「
高
校
中
退
者
は
毎
年
約
５
万
人
い
る
。

支
援
は
重
要
」
と
の
考
え
を
示
し
た
。

　

一
方
、
提
言
で
は
、
高
校
生
が
就
職
活
動
で

一
定
期
間
は
１
社
し
か
応
募
で
き
な
い
「
１
人

１
社
制
」
の
慣
行
の
見
直
し
も
主
張
し
た
。
同

ル
ー
ル
に
は
学
業
優
先
と
い
う
観
点
が
あ
る
も

の
の
、
高
卒
者
の
３
年
以
内
の
離
職
率
が
大
卒

者
よ
り
高
い
実
態
を
踏
ま
え
、
当
事
者
の
声
も

取
り
入
れ
な
が
ら
、
よ
り
良
い
ル
ー
ル
を
構
築

す
べ
き
だ
と
し
た
。
安
倍
首
相
は
「
時
代
の
変

化
が
あ
る
中
で
柔
軟
な
対
応
も
い
い
の
で
は
な

い
か
」
と
応
じ
た
。

　

こ
の
ほ
か
提
言
で
は
、
障
が
い
児
に
対
す
る

教
育
と
就
労
の
連
携
、
外
国
に
つ
な
が
る
子
ど

も
の
高
校
進
学
前
の
日
本
語
指
導
や
居
場
所
づ

く
り
、
入
試
で
の
配
慮
な
ど
も
求
め
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
月
16
日　

公
明
新
聞
）

提言のポイント
　１．障がい、日本語の不自由さ、不登校など、様々な理由で、
　　　教育を十分に受けられない子どもたちの学習にＩＣＴ
　　　( 情報通信技術 ) を活用
　２．高校生が就職活動で１社しか応募できない「１人１社制」
　　　の慣行の見直し
　３．高校中途退学の未然防止と、中退後も再就学・高等教
　　　育機関への進学や就労へ向けた支援を行う。

左から古屋範子副代表、鰐淵洋子衆議員議員、富田茂之、安倍晋三首相、
平木大作参議院議員、中野洋昌衆議院議員

2019 年 5 月 21 日公明新聞
「ＩＣＴ（情報通信技術）で教育支援を」

鎌田薫座長から提言書を受け取る安倍晋三首相



2019 年 1 月 17 日 
日刊 大衆日報 ( 銚子市）

2019 年 4 月 １ 日 に 施 行 さ れ た 洋 上 風 力 新 法 を 突 破 口 に 銚 子 沖 に 洋 上 風 力 発 電 所 を 実 現
東
京
電
力
は
、
２
０
１
３
年
か
ら
銚
子
沖
に
設

置
し
た
国
内
初
の
洋
上
風
力
発
電
設
備
の
実
証

試
験
を
重
ね
、
２
０
１
９
年
１
月
１
日
か
ら
商

用
運
転
を
開
始
し
た
。

  銚子沖で稼働中の洋上風力  画像：東京電力ホールディングス

右・洋上風況観測タワー

左から中野洋昌 衆議院議員 , 谷合正明 参議院議員
富田 , 三浦信祐 参議院議員

銚子海洋研究所の船での視察

越川信一銚子市長、地元漁業関係者らとの意見交換会

自
民
党
・
林
幹
雄
幹
事
長
代
理
を
は
じ
め
自
民
・
公
明
の
国
会
議
員
団
10
名
、
東

京
電
力
の
小
早
川
智
明
社
長
、
銚
子
市
選
出
の
県
議
・
市
議
ら
で
、
銚
子
ウ
ィ
ン

ド
フ
ァ
ー
ム
、
銚
子
沖
洋
上
風
力
発
電
所
を
視
察
。
銚
子
マ
リ
ー
ナ
か
ら
銚
子
海

洋
研
究
所
の
船
で
洋
上
風
力
を
視
察
し
た
一
行
は
、銚
子
の
風
の
強
さ
に
着
目
し
、

こ
の
環
境
で
あ
れ
ば
洋
上
風
力
発
電
も
効
率
よ
く
安
全
に
稼
働
で
き
、
ま
た
銚
子

の
新
し
い
観
光
名
所
に
な
る
だ
ろ
う
と
意
見
が
一
致
し
た
。

自
民
・
公
明 

国
会
議
員
団
が  

銚
子
沖 

洋
上
風
力
発
電
所 
を
視
察

2018 年 10 月 19 日

経
済
産
業
委
員
会
質
疑　

洋
上
風
力
発
電 

地
域
振
興
へ
つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要

　

富
田
は
、
２
０
１
８
年
８
月
に
視
察
し
た
オ
ラ
ン
ダ
の
ル
フ
タ
ダ
ウ
ネ

ン
洋
上
風
力
発
電
所
、
ウ
ェ
ス
タ
ー
メ
イ
ヤ
ー
風
力
発
電
所
が
、
海
洋
環

境
を
守
り
な
が
ら
洋
上
風
力
施
設
を
観
光
化
さ
せ
て
い
る
事
例
を
紹
介

し
、
洋
上
風
力
発
電
が
地
域
振
興
に
つ
な
が
る
面
を
地
域
の
人
々
に
周
知

し 

そ
の
取
り
組
み
を
促
す
こ
と
が
重
要
だ
と
訴
え
た
。

　

ま
た
、
東
京
電
力
が
２
０
１
９
年
１
月
か
ら
銚
子
沖
の
洋
上
風
力
発
電

設
備
で
商
用
運
転
を
始
め
る
こ
と
を
述
べ
、
10
月
に
自
・
公
で
視
察
し
た

際
に
行
っ
た
地
元
漁
業
関
係
者
と
の
話
し
合
い
の
内
容
を
紹
介
し
、今
後
、

海
洋
事
務
局
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
が
地
域
の
関
係
者
の
方
々
に
海
外
の
状
況

等
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
な
が
ら
、
洋
上
風
力
発
電
を
し
っ
か
り
と
地
域
振
興

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
伝
え
た
。

2018 年 11 月 28 日

　

世
耕
弘
成
経
済
産
業
大
臣
は
、
洋
上
風
力
発

電
の
促
進
に
つ
い
て
決
意
を
問
わ
れ
る
と
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
中
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
主
力
電
源
と
宣
言
し
た
こ
と
を
あ
げ
、

日
本
の
環
境
等
を
考
え
る
と
、
洋
上
風
力
と
い

う
の
は
極
め
て
有
力
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

だ
と
思
う
と
述
べ
た
。

　

今
後
、
系
統
問
題
の
克
服
も
含
め
、
し
っ
か

り
と
取
り
組
み
、
洋
上
風
力
新
法
が
そ
の
大
き

な
突
破
口
に
な
る
と
思
う
の
で
、
一
層
注
力
し

て
い
く
と
応
え
た
。

↓海洋再生可能エネルギー発電設備の整備に係る海域の利用の促進に関する法律（洋上風力新法）２
０
１
９
年
７
月
31
日  

朝
日
新
聞

２
０
１
９
年
８
月
30
日  

読
売
新
聞

東
京
電
力  

銚
子
沖
に
洋
上
風
力
発
電
所  

建
設
計
画
を
発
表

銚
子
沖  

洋
上
風
力
発
電
設
備 

促
進
区
域
に
指
定
へ

銚子沖に洋上風力発電を

２
０
１
９
年
１
月
10
日

銚
子
商
工
会
議
所

賀
詞
交
歓
会
で
の
挨
拶



デンマーク・ベルギー　洋上風力発電所　視察
８月１４日　デンマーク　エスビアウ港・Ｈｏｒｎｓ Ｒｅｖ 3 洋上風力発電所 視察

エスビアウ港

Ｈｏｒｎｓ Ｒｅｖ 3

８月２０日　ベルギー　Ｎｏｒｔｈｅｒ洋上風力発電所 視察

エスビアウ港

Ｈｏｒｎｓ Ｒｅｖ 3

ブレード

Norther（ﾉｰｻﾞｰ）洋上風力発電所はベルギー沖合約 23Km（水
深約 20m）の北海海域に建設。2017 年 1 月から建設を開始し、
2019 年 6 月に商業運転を開始。一基毎に、羽の直径の６倍の距
離を置いて乱気流を防ぎ、お互いに干渉しない様に設置されてい

る。発電規模は 369MW と同国最
大級で、ベルギーの 40 万世帯に電
力を賄う規模。1400 人の雇用も生
み出している。

←海底ケーブルの断面を使用し
　ケーブル敷設状況を説明。

 据付船

洋上変電所
発電機一基の規模が大きく
なっているので、変電所の役
割が増している。

2019 年 8 月

デンマークとベルギーの洋上風力発電の視

察の途中、リトアニアを訪問し、リナ・サ

バイティエネ・エネルギー省副大臣と意見交換をすると共に、

山崎大使の御配慮で、１９４０年７月 命のパスポートを発行

し、ユダヤ人６千人の命を救った、当時のカウナス副領事・杉

原千畝氏の記念館（杉原ハウス）を訪問し、ラムーナス・ガル

バラビチュス理事長ご夫妻と懇談する機会を得ました。

	

リトアニア  杉原ハウス（杉原千畝記念館）・ＫＧＢ博物館・第９要塞　

発給された日本通過ビザの現物（命のビザ）

  杉原千畝氏 と杉原ハウス　( 杉原ハウスリーフレット）

杉原ハウス前で理事長ご夫妻と杉原氏がビザを発給し続けた執務室の机

 杉原ハウス　

 第９要塞モニュメント 処刑の様子のレリーフ

第９要塞　 19 世紀にロシア帝国によって作られた要塞跡。第二次世界大戦時にはナチスの強制収容所として使われ、約５万
人（大半がユダヤ人）が虐殺された。

 ＫＧＢ博物館　
ＫＧＢ（ソ連国家保安委員会）本部が置かれたビルの一部を博物館として公開。地下
１階には KGB が諜報活動に使用していた部屋・監獄・拷問部屋がそのまま残されている。

 盗聴に使用された通信設備  収監された人々は顔写真を撮られ、数日間
は立ち牢（右）に入れられた

　　この他、ソ連ＫＧＢにより２千人が銃殺されたＫＧＢ博物館や、ナチスにより５万人が虐殺された第９要塞も訪れ、平和

　　 の大切さ、人道主義を貫くことの重要性を実感しました。

ブレード

ナセル

タワー
後方にナセルとタワー タワー

発電機の高さは水面
から約 180m

8 月 16 日～ 17 日

 要塞の外壁  捕虜を収容していた部屋

エスビアウ港は 1998 年から欧州第 1 位の洋上風力発電施設のプ

レアッセンブリ及び積出基地で、2017 年だけで 1,300MW の洋

上風力が出荷された。ＭＨＩ Ｖｅｓｔａｓ生産、仮組立の本拠地。

Ｈｏｒｎｓ Ｒｅｖ 3 は、羽根の長さが約 80m, 直径 164m の風

車が４９基設置の大規模な洋上風力発電所。2019 年から稼働さ

れ、発電規模は約 400 ＭＷで約 45 万世帯への電力供給が見込ま

れている。



台風１５号 千葉県内 被害状況調査 ・ 官房長官申し入れ

鉄柱が倒れ、近隣の家屋に被害を出した
ゴルフ練習場の調査。

暴風で納屋が倒壊した住民から被害状況
の聞き取り。

市
原
市
↑

赤羽一嘉 国土交通大臣 稲津久 厚生労働副大臣

河野義博 農林水産大臣政務官

菅
義
偉
官
房
長
官
申
し
入
れ

 

早
期
の
激
甚
災
害
指
定
を

館
山
市
↑

安
房
郡
鋸
南
町
↑

君
津
市
↑

山
武
市
↑

山
武
郡
九
十
九
里
町
↑

八
街
市
↑

赤羽一嘉国土交通大臣は館山市と鋸南町を訪れ、館山市では倒木で電柱が破壊され停電
が続く現場を視察。鋸南町では暴風で電柱が倒壊し、損壊した住宅を調査。視察後、停
電解消に向け東電と建設業者の連携を促し、倒木処理を加速化させる考えを表明した。

稲津久厚生労働副大臣は、台風に伴う停
電時に、事前に備えてあった非常用の自
家発電機を活用して運営を継続した君津
市の特別養護老人ホームを視察。

河野義博農林水産大臣政務官は、九十九里町、山武市、八街市を視察。九十九里町では水産業施設の関係者から被災状況の説明を受け、
山武市では暴風でビニールハウスが倒壊した畑で被害状況を聞き、より耐久性が高いビニールハウスを再建するための支援の要望を
受けた。八街市では牛畜産農家の牛舎被害の調査を行った。

　

千
葉
県
市
長
会
・
町
村
会
の
首
長
と
首
相
官
邸
を

訪
れ
、
菅
義
偉
官
房
長
官
に
、
台
風
15
号
の
記
録
的

な
暴
風
に
よ
る
甚
大
な
被
害
に
つ
い
て
、
復
旧
作
業

に
国
の
補
助
金
が
上
積
み
さ
れ
る
激
甚
災
害
へ
の
早

期
指
定
を
求
め
る
緊
急
要
望
を
行
っ
た
。

　

被
害
に
つ
い
て
、
停
電
が
長
期
化
し
復
旧
の
見
込

み
が
立
た
な
い
上
、
停
電
の
影
響
に
よ
る
断
水
な

ど
、
住
民
生
活
や
経
済
活
動
に
大
き
な
被
害
が
出
て

い
る
と
指
摘
。
国
に
よ
る
緊
急
か
つ
重
点
的
な
支
援

が
必
要
不
可
欠
だ
と
し
、
激
甚
災
害
に
早
期
に
指
定

し
、
被
災
自
治
体
に
対
す
る
特
段
の
財
政
措
置
を
求

め
た
。

　

出
席
し
た
首
長
か
ら
は
、
長
期
化
す
る
停
電
の
早

期
復
旧
や
再
発
防
止
策
と
し
て
倒
木
対
策
の
強
化
が

求
め
ら
れ
た
。
住
宅
被
害
に
つ
い
て
は
「
屋
根
が
全

て
な
く
な
っ
た
家
屋
も
、
一
部
損
壊
の
評
価
に
な
っ

て
い
る
。
基
準
を
実
態
に
合
わ
せ
て
ほ
し
い
」
と
の

要
請
が
あ
っ
た
。

9 月 19 日

菅
義
偉 

官
房
長
官
に
要
望
書
を
手
渡
す

９
市
２
町
の
首
長

9 月 20 日 政府が台風１５号を激甚指定へ

一部損壊の修理補助金　国が９割負担へ

 

住
宅
再
建 

手
厚
い
支
援
を

10 月 1 日

衆
議
院
災
害
対
策
特
別
委
員
会  

質
疑

富
田
・
住
宅
被
害
の
う
ち
現
行
制
度
の
支
援
対
象
外
で
あ
る
屋
根
の

破
損
な
ど
の
「
一
部
損
壊
」
に
関
し
、
国
が
被
害
の
実
態
を
十
分
に

加
味
し
て
評
価
す
る
方
針
を
示
し
た
が
、
住
宅
再
建
に
向
け
て
、
被

害
認
定
調
査
の
弾
力
的
な
運
用
を
徹
底
し
て
ほ
し
い
。

国
交
省
・
眞
鍋
住
宅
局
長

　

災
害
救
助
法
に
基
づ
く
応
急
修
理
制
度
の
活
用

が
で
き
な
い
一
部
損
壊
に
つ
い
て
、
６
月
の
山
形

県
沖
地
震
で
一
部
損
壊
の
多
か
っ
た
鶴
岡
市
の
補

助
制
度
を
国
が
支
援
し
た
事
例
と
同
様
に
弾
力
的

な
対
応
を
し
て
い
く
。

　

情
報
イ
ン
フ
ラ
の
強
化
が
急
務

富
田
・
武
田
大
臣
は
９
月
12
日
香
取
市
視
察
後
、
千
葉
県
庁
で
森
田

知
事
と
会
談
し
、
初
動
対
応
や
意
思
疎
通
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

作
成
が
必
要
だ
と
指
摘
さ
れ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
情
報
イ
ン
フ
ラ
の

強
化
が
急
務
だ
と
思
わ
れ
る
が
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ
る
の
か
。

武
田
防
災
担
当
大
臣

　

政
府
は
、
災
害
時
に
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応

を
と
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の

整
備
を
進
め
て
い
る
。今
回
の
台
風
に
関
し
て
、

国
・
自
治
体
の
初
動
対
応
、
そ
し
て
災
害
対
応

に
慣
れ
て
い
な
い
県
・
市
町
村
へ
の
支
援
の
あ

り
方
等
に
つ
い
て
、今
後
検
証
を
進
め
て
い
く
。

国
土
交
通
省

防
災
担
当
大
臣

　台風１５号の直撃を受けた千葉県では 9 月 8 日夜から９日

朝にかけて猛烈な風が吹き荒れ、家屋損壊、大規模停電、断水

など各地で深刻な被害をもたらした。公明党千葉県本部の所属

議員は、被災直後から現地を調査し、行政や国に対し被災者に

寄り添った対応を強く求めてきた。

　9 月 19 日 富田は千葉県内の 11 市町長と首相官邸で菅官房

長官に早期の激甚災害指定を求める要望書を手渡し、翌 20 日

に政府は台風 15 号を激甚災害に指定することを決定した。

　また赤羽一嘉国土交通大臣は、災害救助法の対象にならない

住宅屋根の修理なども国費で支援する方針を表明した。

９月２８日公明新聞

 ９月１４日

 ９月２０日

９月２６日

９月１０日

倒壊したビニールハウスで農家から窮状
を聞く。

香
取
郡
多
古
町
↑

９月１６日

屋根が暴風で吹き飛ばされた鶏舎で、復
旧支援の要望を受ける。

八
街
市
↑

９月１５日

袖
ヶ
浦
市
↑

ドイツ村 損壊したランタンフェスティバ
ル会場で、総支配人から説明を受ける。

９月２１日

君
津
市
↑

家屋が倒壊し、猛暑の中 片付けに追われ
る住民から支援の要望を受ける。

９月１４日

農
業
用
ハ
ウ
ス　
国
指
導
に
よ
る
復
旧
へ

富
田
・
台
風
15
号
は
千
葉
県
の
農
林
水
産
業
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
中
で
も

農
業
用
ハ
ウ
ス
の
倒
壊
状
況
は
す
さ
ま
じ
く
、復
旧
へ
の
支
援
の
必
要
性
を
痛
感
し
た
。

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
復
旧
・
補
強
等
に
つ
い
て
、
昨
年
の
台
風
24
号
と
同
様
の
支
援
交
付

金
を
発
動
す
る
と
と
も
に
、
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
補
強
に
つ
い
て
も
支
援
が
あ
る
と
理
解

し
て
よ
い
か
。

農
林
水
産
省

農
水
省
・
上
田
大
臣
官
房
参
事
官

　

被
災
し
た
農
業
用
ハ
ウ
ス
等
の
再
建
・
修
繕
に
つ
い
て
は
、

昨
年
の
台
風
24
号
対
策
と
同
様
の
支
援
交
付
金
を
発
動
し
、
補

助
上
限
額
及
び
対
象
地
域
の
制
限
を
撤
廃
す
る
と
と
も
に
、
事

前
着
工
を
可
能
と
し
、
被
災
し
た
施
設
の
撤
去
・
補
強
支
援
も

措
置
し
た
。
今
後
、
こ
の
対
策
の
周
知
に
努
め
、
被
災
さ
れ
た

方
々
が
支
援
対
策
を
活
用
し
、
一
日
も
早
く
経
営
再
建
が
で
き

る
よ
う
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。



県議会・松戸市 秋林たかし候補

県議会・花見川区 田村こうさく候補 

2019   統一地方選挙 前半戦 4 月   7 日投開票
後半戦 4 月 21 日投開票

県議会・松戸市 ふじい弘之候補

県議会・八千代市 横山ひであき候補

　

第
25
回
参
議
院
議
員
選
挙
で
、
公
明
党
は

７
選
挙
区
で
完
全
勝
利
を
果
た
し
、
比
例
区

で
も
７
議
席
を
勝
ち
取
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

千
葉
県
で
は
比
例
区
中
心
の
運
動
で
、
候

補
者
の
活
動
に
日
程
的
制
約
の
あ
る
中
、
党

員
・
支
持
者
の
皆
様
の
真
心
か
ら
の
御
支
援

に
よ
り
最
後
ま
で
戦
い
抜
き
、
確
か
な
手
応

え
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
献
身
的

に
御
支
援
を
い
た
だ
い
た
皆
様
に
、
心
よ
り

感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

前
回
の
衆
議
院
総
選
挙
で
の
公
約
、
幼
児

教
育
の
無
償
化
・
高
等
教
育
の
実
質
無
償
化

を
実
現
し
、
こ
れ
に
反
対
し
た
立
憲
民
主
党
、

共
産
党
と
の
違
い
を
鮮
明
に
す
る
事
が
で
き

ま
し
た
。

　

県
本
部
幹
事
長
で
あ
る
平
木
だ
い
さ
く
候

補
と
推
薦
し
た
自
民
党
の
選
挙
区
候
補
者
２

名
と
の
連
携
も
し
っ
か
り
機
能
し
、
相
乗
効

果
も
大
き
か
っ
た
で
す
。
３
年
前
の
参
議
院

選
挙
よ
り
、
投
票
者
数
が
33
万
人
も
減
る
中
、

千
葉
県
選
挙
区
候
補
者
２
名
共
得
票
を
伸
ば

し
、
平
木
だ
い
さ
く
候
補
も
２
期
め
の
当
選

を
果
た
す
事
が
で
き
ま
し
た
。

  

御
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
の
御
期
待

に
お
応
え
出
来
る
様
、
県
本
部
一
同
、
団
結

し
て
山
積
す
る
政
治
課
題
に
挑
戦
し
て
い
く

決
意
で
す
。

　

第
19
回
統
一
地
方
選
挙
の
前
半
戦

は
、
千
葉
県
議
会
７
選
挙
区
８
名
、
千

葉
市
議
会
６
選
挙
区
８
名 

全
員
当
選

を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
後

半
戦
は
、一
般
市
議
会
15
選
挙
区
61
名
、

町
議
会
３
選
挙
区
３
名
全
員
当
選
、
完

勝
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
党
員
、
支

持
者
の
皆
様
の
真
心
か
ら
の
御
支
援
に

心
よ
り
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
ご
期
待

に
お
応
え
で
き
ま
す
よ
う
、
選
挙
戦
で

お
約
束
し
た
政
策
の
実
現
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
御
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う 

よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。            　

全員当選を果たした習志野市議選 5 氏

山口那津男代表応援・船橋駅南口

本八幡駅北口

２期めの当選を果たし支持者らと喜びあう平木氏

船橋駅南口

市川駅北口 自民党・豊田俊郎候補 ( 左）、石井準一候補（右）

参
議
院
議
員
選
挙

７
月
４
日
公
示

７
月
21
日
投
開
票

2019

発行：公明党衆議院比例区南関東第１総支部


